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俵
山
小
に
プ
ー
ル
完
成

と
れ
で
体
位
向
上
に
一
役

山
間
地
帯
で
、
水
泳
場
所

に
め
ぐ
ま
れ
な
い
俵
中
に
、

こ
の
ほ
ど
二
十
五
メ
ー
ト
ル

プ
ー
ル
が
で
き
あ
が
り
ま
し

た
。こ

の
プ
ー
ル
は
、
市
内
で

も
、
比
較
的
児
童
生
徒
の
体

位
が
お
と
る
俵
山
に
、
プ
ー

ル
を
つ
く
り
体
位
の
向
上
に

役
立
て
よ
う
と
地
元
か
ら
の

要
望
も
あ
つ
て
つ
く
ら
れ
た

も
の
。

プ
ー
ル
の
規
模
は
、
長
さ

二
十
五
メ
ー
ト
ル
、
幅
十
六

メ
ー
ト
ル
で
、
小
川
や
溜
池

な
ど
で
泳
い
で
い
だ
子
ど
も
た
ち

は
、
「
早
く
夏
が
こ
な
い
か
な
」

と
い
ま
か
ら
張
り
切
っ
て
い
ま
す

（
写
真
は
、
俵
山
小
に
で
き
た
二

十
五
メ
ー
ト
ル
プ
ー
ル
）

綿
野
秀
雄
さ
ん

行
政
相
談
員
に
再
任

こ
の
た
び
昭
和
四
十
一
年
度
の

行
政
相
談
員
に
綿
野
秀
雄
氏
が
、

昨
年
度
に
引
き
つ
づ
い
て
就
任
さ

れ
ま
す

役
所
の
仕
事
で
次
の
よ
う
な
こ

と
で
お
困
り
の
方
、
ま
た
こ
れ
ら

に
つ
い
て
の
ご
要
望
、
ご
意
見
な

ど
が
あ
れ
ば
、
無
料
で
ご
相
談
に

応
じ
ま
す
の
で
、
い
つ
で
も
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

綿
野
秀
雄
さ
ん
の
ご
住
所
は
。

長
門
市
深
川
湯
本
門
前
で
す

記

・
　

役
所
の
不
親
切
や
許
可
、
認

可
な
ど
が
遅
れ
て
い
る
も
の
、

・
　

恩
給
、
遺
族
年
金
、
国
民
年

金
な
ど
の
受
給
資
格
や
そ
の
手

続
き
な
ど
の
方
法
。

生
活
保
護
、
母
子
福
祉
資
金

の
貸
付
け
手
続
き
や
社
会
福
祉

の
行
政
に
関
係
す
る
も
の
。

●
　
健
康
保
険
、
国
民
年
金
、
労

働
者
災
害
補
償
保
険
な
ど
の
受

給
資
格
や
そ
の
手
続
き
の
方
法

●
　
農
地
、
農
林
漁
業
に
関
係
す

る
も
の
。

・
　
道
路
、
河
川
、
都
市
計
画
な

ど
の
公
共
事
業
に
関
係
す
る
も

の
。

・
　
公
害
（
汚
水
、
騒
音
）
に
関

す
る
も
の
。

・
　

学
校
教
育
行
政
に
関
係
す
る

も
の
。

・
　

郵
便
、
運
輸
交
通
行
政
に
関

係
す
る
も
の
。

・
　
国
税
の
賦
課
、
徴
収
に
関
係

す
の
も
の
。

・
　
そ
の
他
行
政
一
般
に
つ
い
て

何
で
も
よ
い
の
で
す
が
、
刑
事

、
民
事
の
問
題
や
政
治
的
な
ぢ

の
、
ま
た
個
人
間
の
紛
争
問
題

は
取
扱
い
ま
せ
ん
。

通
地
区
の
方
へ

税
金
な
ど
は
支
所
の
窓
口
で

四
月
か
ら
か
わ
る

通
地
区
で
は
、
市
税
、
国
保
保

険
料
な
ど
を
通
漁
協
へ
お
さ
め
て

い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
が
、
四
月

か
ら
は
通
支
所
の
窓
口
に
お
さ
め

て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た

善
意
銀
行
予
託
者

三
月
分

（
現
金
口
座
）

右
田
辰
通
夫
、
熊
野
岩
信
、
Ｆ
江

、
Ｓ
子
、
と
く
名
氏
、
秋
山
容
、

ミ
サ
、
渋
木
中
区
婦
人
会
、
時
山

増
一
、
水
野
義
春
、
金
光
教
正
明

市
教
会
、
上
利
伍
郎
、
安
倍
博
、

河
崎
某
、
江
島
朱
美
、
大
畑
校
区

婦
人
会
、
西
村
純
三
、
山
下
七
蔵

白
石
政
人
、
中
村
隆
子

（
物
品
口
座
）

西
村
ウ
メ
、
長
門
青
年
会
議
所
、

西
村
旬

青
年
学
級
生
を
募
集

昼
間
働
い
て
い
る
人
や
家
事
に

精
を
出
し
て
い
る
人
な
ど
も
気
軽

る
に
学
習
で
き
、
ま
た
青
年
同
志

の
お
互
い
の
話
し
合
い
の
場
と
な

る
青
年
学
級
を
次
の
要
領
で
こ
と

し
も
ひ
ら
き
ま
す
、

（
開
設
の
期
問
）

昭
和
四
十
一
年
四
月
か
ら
明

年
三
月
ま
で
。

（
開
設
の
場
所
）

長
門
市
中
央
公
民
館

（
開
設
の
科
目
）

茶
道
　
夜
間
毎
週
一
回

華
道
　
夜
間
毎
週
一
回

募
集
人
員
い
ず
れ
も
三
十
名

農
業
（
杉
の
子
会
）
　
夜
間
毎

月
二
回
。

（
申
込
期
限
）

四
月
二
十
三
日
ま
で
に
、
中
央

公
民
館
へ
。

長
門
管
内
で

駐
在
所
な
ど
を
一
部
統
廃
合

全
国
で
街
頭
な
ど
で
活
動
す
る

警
察
官
を
、
こ
と
し
か
ら
三
年
計

画
で
一
万
八
千
人
増
員
し
ま
す
。

こ
の
増
員
の
お
も
な
原
因
は
、

交
通
問
題
、
青
少
年
間
題
な
ど
多

く
の
街
頭
指
導
が
必
要
で
、
い
ま

ま
で
の
人
員
で
は
十
分
な
活
動
が

で
き
な
い
た
め
。

ま
た
反
面
、
人
口
が
減
づ
た
り

事
件
、
事
故
な
ど
の
発
生
が
す
く

な
い
山
村
地
帯
な
ど
も
あ
り
、
こ

れ
ら
を
統
合
廃
正
し
て
増
員
の
必

要
な
地
域
に
集
中
さ
れ
る
。

長
門
警
察
署
管
内
で
も
、
四
月

一
日
か
ら
、
つ
ぎ
の
駐
在
所
、
派

出
所
を
統
廃
合
し
、
み
な
さ
ん
の

ご
期
待
に
十
分
そ
え
る
よ
う
配
慮

さ
れ
て
い
ま
す
。

（
　
）
内
は
旧
名
称

仙
崎
巡
査
部
長
派
出
所
（
仙
崎
警

部
補
派
出
所
）

三
隅
駐
在
所
　
巡
査
二
名
（
三
隅

巡
査
部
長
派
出
所
　
巡
査
部

長
一
名
、
巡
査
二
名
）

長
門
市
駅
前
派
出
所
　
巡
査
四
名

（
巡
査
一
名
）

湯
本
駐
在
所
　
巡
査
二
名
（
湯
本

巡
査
部
長
派
出
所
　
巡
査
部

長
一
名
）

渋
木
駐
在
所
は
、
湯
本
駐
在
所
に

統
合
し
た
た
め
廃
止
。

久
津
駐
在
所
は
、
大
浦
駐
在
所
に

統
合
し
た
た
め
廃
止
。

長
門
署
で
は
「
統
合
廃
正
を
し

た
が
、
今
後
は
パ
ト
カ
ー
に
よ
る

機
動
力
の
強
化
や
受
持
勤
務
員
の

機
動
力
の
増
強
と
巡
回
の
強
化
な

ど
に
よ
っ
て
十
分
責
任
を
も
ち
、

不
安
の
一
掃
と
治
安
の
確
保
に
努

力
す
る
」
と
い
っ
て
い
ま
す
。

住
宅
金
融
公
庫

特
別
個
人
住

宅
の
貸
付
け

受
付
期
間

一
般
個
人
住
宅
　
五
月
か
六
月
の

予
定
。

特
別
個
人
住
宅

農
山
漁
村
　
五
月
十
日
ま
で
。

土
地
区
画
　
五
月
二
日
か
ら
六

月
三
十
日
ま
で
。

炭
鉱
離
職
　
昭
和
四
十
二
年
三

月
二
十
日
ま
で
。

産
炭
地
中
小
企
業
　
昭
和
四
十

二
年
三
月
二
十
日
ま
で

公
営
住
宅
　
五
月
二
日
か
ら
六

月
三
十
日
ま
で
。

造
成
土
地
譲
受
者
　
十
二
月
二

十
六
日
ま
で
。

住
宅
改
良
　
五
月
十
日
ま
で
。

賃
貸
住
宅

一
般
賃
貸
　
八
月
三
十
一
日
ま

で

土
地
担
保
賃
貸
　
四
月
三
十
日

ま
で
。

勤
労
青
年
共
同
宿
舎
　
八
月
三

十
一
日
ま
で
。

学
生
寮
　
八
月
三
十
一
日
ま
で

寄
宿
舎
　
四
月
三
十
日
ま
で
。

産
労
住
宅

一
般
産
労
　
四
月
三
十
日
ま
で

中
高
層
等

中
高
層
の
単
独
　
四
月
三
十
日

ま
で
。

中
高
層
の
共
同
防
災
　
昭
和
四

十
二
年
十
月
三
十
日
ま
で

土
地
担
保
中
高
層
　
五
月
三
十

一
日
ま
で
。

・
く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
役
所
建

築
係
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

宅
地
建
物
の
取
引
は

免
許
が
必
要
で
す

宅
地
建
物
の
取
引
は
、
免
許
を

も
つ
だ
取
引
業
者
で
な
け
れ
ば
取

扱
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

無
免
許
の
業
者
に
は
三
年
以
下

の
懲
役
、
三
十
方
円
以
下
の
罰
金

を
受
け
ま
す
。

宅
地
建
物
の
ご
相
談
は
、
必
ず

免
許
の
あ
る
業
者
へ
。

無
免
許
の
闇
業
者
が
あ
れ
ば
、

お
近
く
の
警
察
署
か
市
役
所
建
築

係
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

市
民
ハ
イ
キ
ン
グ

４
月
2
9日
花
尾
山
へ

家
庭
電
気
器
具
の

安
全
な
扱
い
か
た

電
気
器
具
は
、
常
に
手
入
れ
を

行
な
っ
て
お
け
ば
長
持
ち
す
る
う

え
、
感
電
や
火
災
な
ど
の
危
険
も

防
げ
ま
す
。

そ
こ
で
電
気
器
具
の
手
入
れ
の

う
ち
、
と
く
に
春
先
き
に
や
っ
て

お
き
た
い
こ
と
を
あ
げ
て
み
ま
し

よ
う
。電

気
暖
房
器
具

の
し
ま
い
か
た

①
電
気
器
具
は
長
い
間
使
つ
て
い

る
う
ち
に
、
コ
ー
ド
や
ス
イ
ツ

チ
な
ど
が
老
化
し
て
き
ま
す
。

放
っ
て
お
く
と
漏
電
や
感
電
の

も
と
に
な
る
の
で
、
コ
ー
ド
を

取
り
か
え
て
お
き
ま
し
よ
う
。

②
ス
イ
ッ
チ
が
異
常
に
あ
っ
く
な

る
の
は
、
中
の
ネ
ジ
が
ゆ
る
ん

で
い
る
場
合
が
多
い
の
で
す
。

器
具
と
コ
ー
ド
の
接
続
面
や
ブ

ラ
グ
の
取
り
付
け
点
を
よ
く
点

検
し
、
も
し
不
完
全
で
あ
っ
た

ら
修
理
し
て
お
き
ま
す
。

③
こ
た
つ
な
ど
温
度
調
節
器
の
っ

い
た
も
の
は
、
そ
の
附
近
に
っ

い
た
ほ
こ
り
を
き
れ
い
に
は
ら

っ
て
お
き
ま
す
。

①
コ
ー
ド
は
あ
ま
り
小
さ
く
丸
め

た
り
、
せ
ま
い
と
こ
ろ
に
無
理

に
押
し
込
ま
な
い
よ
う
に
し
ま

す
。

⑤
電
気
器
具
は
湿
気
を
き
ら
う
た

め
、
保
管
場
所
は
乾
燥
し
た
所

を
選
ぶ
こ
と
で
す
。

電
気
洗
濯
機
の

手
入
れ
と
注
意

①
使
う
場
所
は
床
の
し
っ
か
り
し

た
と
こ
ろ
を
選
び
、
な
る
べ
く

風
辿
し
の
よ
い
か
わ
い
た
所
に

お
く
。

②
注
油
は
一
か
月
に
一
回
、
質
の

よ
い
汕
を
さ
す
。

⑧
ア
ー
ス
は
、
電
気
の
絶
縁
が
万

一
不
良
に
な
っ
た
と
き
の
危
険

を
防
ぐ
た
め
の
も
の
で
す
か
ら

必
ら
ず
っ
け
る
こ
と
で
す
。
｀

こ
と
し
で
十
六
回
目
を
迎
え
る

長
門
市
民
ハ
イ
キ
ン
グ
は
、
四
月

二
十
九
日
に
花
尾
山
（
渋
木
）
と

き
ま
り
ま
し
た
。

参
加
ご
希
望
の
方
は
、
当
日
午

前
九
時
ま
で
に
渋
木
駅
前
に
お
集

り
く
だ
さ
い
。
な
お
、
弁
当
、
水

筒
、
タ
オ
ル
な
ど
は
ご
自
分
で
用

意
の
こ
と
。

中
小
企
業
近
代
化

資
金
の
貸
付
け

（
受
付
期
間
）

四
月
二
十
日
か
ら
五
月
二
十

日
ま
で
。

（
そ
の
他
）

く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
役
所

商
工
観
光
課
へ
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。

官
公
署
長
の
歓
送

迎
会
を
と
り
や
め

ま
す

い
ま
ま
で
市
内
の
官
公
署
長
が

交
代
さ
れ
た
場
合
に
、
市
と
商
工

会
議
所
が
共
催
で
歓
送
迎
会
を
ひ

ら
い
て
い
ま
し
た
が
、
出
席
者
な

ど
の
都
合
で
、
今
後
は
と
り
や
め

ま
す
。宗

教
法
人
事
務

の
講
習
会

山
口
県
が
、
宗
教
法
人
の
代
表

役
員
を
対
象
に
、
宗
教
関
係
事
務

の
説
明
会
を
県
下
六
か
所
の
会
場

に
わ
け
て
ひ
ら
き
ま
す
。

該
当
の
方
は
、
も
れ
な
く
受
講

し
て
く
だ
さ
い
。

（
関
係
分
の
み
）

五
月
二
十
三
日
十
時
ー
十
六
時

下
関
中
央
公
民
館

五
月
二
十
六
日
十
時
ー
十
六
時

萩
市
公
民
館
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